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一 

地
震
動
の
最
大
速
度
振
幅
を
算
定
す
る
「
大
崎
の
方
法
」
に
つ
い
て 

「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
（
以
下
「
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
五
十
三

年
九
月
二
十
九
日
に
原
子
力
委
員
会
が
決
定
し
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
二
十
日
に
原
子
力
安
全
委
員
会
が
決
定
し
て
い
る
。
し

か
し
、
基
準
地
震
動
の
算
定
法
や
活
断
層
の
考
慮
の
仕
方
等
に
重
大
な
疑
問
が
あ
る
の
で
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

1 

「
平
成
七
年
十
一
月
十
日
提
出
質
問
第
一
一
号
」
に
対
す
る
「
平
成
七
年
十
二
月
二
十
二
日
受
領
答
弁
第
一
一
号
」

（
以
下
「
答
弁
一
一
号
」
と
い
う
。
）
の
三
頁
に
は
、
「
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
い
て
は
、
基
準
地
震
動
の
策
定
に
当 

た
っ
て
、
解
放
基
盤
表
面
の
地
震
動
の
水
平
方
向
に
お
け
る
最
大
速
度
振
幅
は
地
震
動
の
実
測
結
果
に
基
づ
い
た
経
験
式 

等
を
参
照
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
等
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
経
験
式
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
大
崎
順
彦
氏

が
発
表
し
た
基
準
地
震
動
評
価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
評
価
方
法
（
以
下
「
大
崎
の
方
法
」
と
い
う
。
） 

が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
称
さ
れ
る
英
文
文
書
に
は
、
著
者 

名
が
な
く
、
大
崎
順
彦
氏
が
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
発
表
し
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、 

る
質
問
主
意
書 

「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
に
お
け
る
地
震
動
策
定
法
と
活
断
層
評
価
法
に
関
す 

三 

 



 

2 

答
弁
一
一
号
で
は
、
「
大
崎
の
方
法
に
お
い
て
は
、
評
価
地
点
に
お
け
る
震
央
距
離
が
一
定
の
計
算
式
を
用
い
て
求
め 

ら
れ
る
距
離
（
以
下
「
震
央
域
外
縁
距
離
」
と
い
う
。
）
よ
り
短
い
場
合
に
は
、
当
該
地
点
の
震
源
距
離
及
び
応
答
ス
ペ 

昭
和
五
十
四
年
何
月
何
日
に
、
ど
の
権
威
あ
る
国
際
会
議
ま
た
は
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
か
、
「
大
崎
順
彦
氏
が

発
表
し
た
」
と
い
う
証
拠
と
な
る
資
料
を
示
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
仮
に
、
い
ず
れ
の
国
際
会
議
で
も
発
表
さ
れ 

ず
、
ど
の
学
術
雑
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
が
妥
当
で
あ
る
と
、
い
つ
、
ど

こ
の
権
威
あ
る
学
術
機
関
が
判
断
し
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
科
学
技
術
庁
原
子
力
安
全
調
査
室
に
よ
れ
ば
、
「
当
時
の
原
子
力
委
員
会
に
お
い
て
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
決
定
、
承
認
等
は
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
が
、
そ
れ
に
相
違
な
い
か
。
も
し
、
相
違
な
い
な
ら
、
原
子
力

委
員
会
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
で
「
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
一
般
的
に
使
う
」
こ
と
が
決
定
、
承
認
等
さ
れ
な
い
ま 

ま
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
「
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
原
子
力
委
員
会
及
び
原
子

力
安
全
委
員
会
の
職
務
怠
慢
で
あ
り
、
重
大
な
責
任
放
棄
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
ま
た
、
い
か
な
る
文
書
を
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
一
般
的
に
用
い
て
も
、
原
子
力
委
員
会
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
は
こ
れ
を
放
任
す
る
と
解
釈
し
て

よ
い
か
。 

四 

 



 

ク
ト
ル
は
、
震
央
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
震
央
域
外
縁
距
離
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
が
、

先
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
算
定
す
る
」
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
「
打
切
距
離
内
で
は
最
大
速
度
を
打
ち
切
っ
て
も
よ

い
（ W

ithin the trancation distance, the m
axim

um
 velocity m

ay be trancated. 

）
」
と
極
め
て
曖 

 

昧
に
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の m

ay be 

と
い
う
表
現
は
、
根
拠
が
曖
昧
で
不
確
実
な
と
き
に
用
い
ら
れ
る
い
わ

ば
文
学
的
な
表
現
で
あ
り
、
審
査
指
針
な
ど
厳
格
さ
を
要
す
る
文
書
に
は
な
じ
ま
な
い
表
現
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
を
「
打
ち
切
る
」
ま
た
は
「
算
定
す
る
」
と
い
う
厳
格
な
断
定
的
表
現
に
変
え
る
に
は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
等
で
の

決
定
、
承
認
等
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
「
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」

と
判
断
し
た
の
は
、
一
体
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
た
と
さ
れ
て
い
る
大
崎
順
彦
氏
は
、
最
近
の
著
書
「
新
・
地
震
動
の
ス
ペ
ク
ト
ル
解

析
入
門
」
（
一
九
九
四
年
五
月
二
十
五
日
発
行
、
鹿
島
出
版
会
）
の
二
百
七
十
四
頁
～
二
百
七
十
九
頁
に
、
地
震
動
の
最

大
速
度
と
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
を
求
め
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
震
央
域
外
縁

距
離
内
で
最
大
速
度
を
一
定
に
す
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
大
崎
順
彦
氏
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
曖
昧
に 

五 

 



 

3 

耐
震
設
計
審
査
指
針
で
は
、
活
断
層
を
見
逃
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
計
用
限
界
地
震
の
一
つ
と
し
て
全
国
一
律

に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
、
震
源
距
離
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
直
下
地
震
を
想
定
し
て
い
る
。
前
述
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

及
び
大
崎
順
彦
氏
の
著
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
法
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
震
源
深
さ
は
七
・
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
は
な
い
。
答
弁
一
一
号
で
は
、
直
下
地
震
の
「
震
央
距
離
が
震
央
域
外
縁
距
離

よ
り
短
い
こ
と
か
ら
、
大
崎
の
方
法
に
従
え
ば
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
示
さ
れ
て
い
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
直

下
地
震
の
震
源
距
離
は
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
算
定
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
原
子
力
委
員
会
で
決

定
、
承
認
等
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
根
拠
に
、
し
か
も
、
極
め
て
曖
昧
な
文
学
的
表
現
を
断
定
的
表
現

に
直
し
て
用
い
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
を
作
成
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
相
違
な
い
か
。 

提
示
さ
れ
た
「
大
崎
の
方
法
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
と
は
異
な
る
方
法
で
最
大
速
度
を
求
め
て
い
る
。
大
崎
順
彦
氏
の
最
近

の
著
書
と
、
著
者
不
明
の
曖
昧
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
、
い
ず
れ
の
方
法
が
正
し
い
「
大
崎
の
方
法
」
な
の
か
、
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

原
子
力
委
員
会
が
耐
震
設
計
審
査
指
針
を
決
定
し
た
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
九
日
の
時
点
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
十

月
付
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
直
下
地
震
の
震
源
距
離
を
十
キ
ロ
メ
ー
ト 

六 

 



 

二 

耐
震
設
計
上
考
慮
す
べ
き
活
断
層
に
つ
い
て 

1 

答
弁
一
一
号
に
よ
れ
ば
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
で
考
慮
す
べ
き
直
下
地
震
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
と
す
る
の
は 

ル
と
決
定
し
た
の
は
、
い
つ
の
原
子
力
委
員
会
ま
た
は
専
門
家
会
議
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
決
定
さ

れ
た
の
か
、
会
議
録
な
ど
具
体
的
な
資
料
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

と
し
て
い
る
。
こ
の
答
弁
に
よ
れ
ば
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
で
は
、
「
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
六
・
五
を
超
え
れ 

ば
、
地
表
に
断
層
が
現
れ
る
」
と
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
か
。 

科
学
技
術
庁
か
ら
の
提
出
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
判
断
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
松
田
時
彦
氏
に
よ
る
論
文
「
活
断
層

と
地
震
発
生
に
関
す
る
六
つ
の
経
験
則
」
（
一
般
商
業
雑
誌
「
地
理
」
第
二
十
四
巻
、
一
九
七
九
年
九
月
）
で
あ
る
が
、

原
子
力
安
全
委
員
会
が
耐
震
設
計
審
査
指
針
を
決
定
し
た
一
九
八
一
年
七
月
二
十
日
以
降
、
一
九
八
五
年
に
は
、
山
科
健 

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
以
下
の
地
震
で
は
地
表
に
断
層
が
現
れ
な
い
場
合
も
あ
り
最
悪
の
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
地

震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
を
見
逃
す
可
能
性
が
あ
る
と
の
地
震
学
、
地
質
学
等
の
知
見
を
工
学
的
に
判
断
し
て
定
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
現
段
階
に
お
い
て
は
、
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
決
定
に
際
し
て
想
定
す
べ
き
直
下
地
震
の
規

模
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
か
ら
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
に
引
き
上
げ
る
べ
き
新
た
な
知
見
等
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
」 

七 

 



 

一
郎
、
松
田
時
彦
、
有
山
智
雄
ら
の
共
著
論
文
「
一
九
八
四
年
長
野
県
西
部
地
震
に
よ
る
地
変
」
（
地
震
研
究
所
彙
報
、

六
〇
巻
、
一
九
八
五
年
）
が
出
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
八
の
長
野
県
西
部
地
震
で
地
表
に
震
源
断
層
が
現
れ
て
い

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
論
文
に
は
、
明
治
以
降
内
陸
で
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
以
上
の

地
震
二
十
三
例
の
う
ち
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
以
上
七
・
〇
未
満
の
十
一
の
地
震
で
地
震
断
層
が
現
れ
た
の
は
四
例

に
す
ぎ
ず
、
残
り
七
例
で
は
地
震
断
層
は
現
れ
な
か
っ
た
と
明
記
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
以
上
七
・
五
未
満
の

十
一
の
地
震
で
も
地
震
断
層
が
現
れ
た
の
は
ほ
ぼ
半
数
の
六
例
に
す
ぎ
な
い
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
知
見
に

基
づ
け
ば
、
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
六
・
五
を
超
え
れ
ば
地
表
に
断
層
が
現
れ
る
」
と
い
う
現
行
の
耐
震
設
計
審
査
指
針

の
想
定
は
科
学
的
根
拠
に
乏
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
相
違
な
い
か
。
そ
れ
で
も
な
お
、
考
慮
す
べ
き
直
下

地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
六
・
五
で
よ
い
と
す
る
根
拠
は
何
か
、
説
明
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
明
治
以
降
内
陸
で
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
以
上
の
地
震
二
十
三
例
の
う
ち
、
長
野
県
西
部
地
震
を
除

く
二
十
二
例
の
地
震
の
う
ち
過
半
数
の
十
二
例
で
地
表
に
断
層
が
現
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
委

員
会
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
耐
震
設
計
審
査
指
針
を
決
定
す
る
段
階
で
す
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
耐
震

設
計
審
査
指
針
策
定
時
に
、
原
子
力
委
員
会
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
は
こ
れ
ら
の
事
実
を
検
討
し
た
の
か
。
も
し
、
検 

八 

 



 

2 

答
弁
一
一
号
で
は
、
「
想
定
さ
れ
る
地
震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
は
繰
り
返
し
活
動
し
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
一 

般
に
、
そ
の
活
動
の
結
果
が
地
表
又
は
そ
の
付
近
の
地
形
及
び
地
質
構
造
に
何
ら
か
の
痕
跡
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
」
「
し
た
が
っ
て
、
地
下
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
活
断
層
を
直
接
確
認
で
き
な
い
と
し
て
も
、
地
表
又
は
そ
の
付

近
の
地
形
及
び
地
質
構
造
に
関
す
る
十
分
か
つ
詳
細
な
文
献
の
調
査
及
び
現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
活
断
層
の

活
動
に
よ
る
痕
跡
を
慎
重
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
活
断
層
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
等
へ
の
影
響
が
適
切
に
評
価 

討
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
検
討
は
し
た
が
無
視
し
た
と
す
れ
ば
重
大
な
職
務
怠
慢
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
ど
う

か
。
ま
た
、
一
九
八
四
年
の
長
野
県
西
部
地
震
は
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
六
・
五
を
超
え
て
も
、
多
く
の
場
合
に
は
地
表

に
断
層
が
現
れ
な
い
」
こ
と
を
改
め
て
事
実
で
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
、

野
島
断
層
に
沿
っ
て
地
震
断
層
が
現
れ
た
が
、
神
戸
側
の
震
源
断
層
は
未
だ
に
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
も

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
六
・
五
を
超
え
る
と
地
表
に
断
層
が
現
れ
る
」
と
い
う
想
定
に
重
大
な
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ

の
上
、
ど
の
よ
う
な
「
新
た
な
知
見
」
が
あ
れ
ば
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
け
る
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
六
・
五
を
超

え
れ
ば
地
表
に
断
層
が
現
れ
る
」
と
い
う
想
定
を
見
直
し
、
考
慮
す
べ
き
直
下
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
六
・
五
か
ら

七
・
〇
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

九 
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耐
震
設
計
審
査
指
針
に
よ
れ
ば
、
「
基
準
地
震
動
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
及
び
エ
ネ
ル 

ギ
ー
の
放
出
中
心
か
ら
敷
地
ま
で
の
距
離
を
十
分
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
指
針
に
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
放
出
中
心
の
位
置
の
決
定
法
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
先
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
こ
の
点
に
関
す
る
記
述
は
な

い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
例
え
ば
「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
を
踏
ま
え
た
原
子
力
施
設
耐
震
安
全
検
討
会
」
（
以

下
「
検
討
会
」
と
い
う
。
）
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
既
知
の
活
断
層
及
び
活
断
層
群
を
つ
な
い
だ
全
長
の
中
央
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
放
出
の
中
心
と
し
て
い
る
。
非
常
に
長
い
活
断
層
の
一
部
や
複
数
の
活
断
層
群
が
地
震
を
起
こ
す
場
合
に
は
、
こ

の
よ
う
な
「
全
長
の
中
央
」
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
の
中
心
は
こ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
既
知
の
活
断
層
及
び
活
断
層
群
を 

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
質
問
二
の
１
に
記
載
し
た
と
お
り
、
歴
史
的
文
献
に
た
ま
た
ま
記
載

さ
れ
て
い
て
も
地
表
に
全
く
痕
跡
を
残
さ
な
い
地
震
が
大
半
で
あ
る
。
質
問
二
の
１
に
記
載
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・

五
以
上
の
二
十
三
例
の
う
ち
地
表
に
地
震
断
層
が
現
れ
な
か
っ
た
十
二
例
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
そ
の
活
動
の
結
果

が
地
表
又
は
そ
の
付
近
の
地
形
及
び
地
質
構
造
に
何
ら
か
の
痕
跡
と
し
て
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
具
体
的
な
証
拠
を
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
「
地
表
又
は
そ
の
付
近
の
地
形
及
び
地
質
構
造
に
残
さ
れ
た
痕
跡
」
か
ら
、
実
際
に
生

じ
た
歴
史
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
ど
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

一
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つ
な
い
だ
全
長
の
中
央
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
の
中
心
と
す
る
評
価
法
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
く
も
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
を
は
じ
め
内
陸
部
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
中
心
が
既
知
の
活
断
層
及
び

活
断
層
群
を
つ
な
い
だ
全
長
の
中
央
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
具
体
的
な
証
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
答
弁
一
一
号
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
地
下
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
の
活
断
層
の
有
無
や
活
断
層
の
間

の
連
結
状
態
を
調
査
で
き
る
技
術
は
現
在
存
在
し
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
地
表
及
び
浅
層
探
索
等
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
活
断
層
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
既
知
の
活
断
層
及
び
活
断
層
群
を
つ
な
い
だ
全
長
の
中
央
が
震
源
に
な
る
と
い
う
現

行
の
耐
震
設
計
審
査
指
針
の
評
価
法
で
は
震
央
を
正
し
く
評
価
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。 

4 

松
田
時
彦
氏
の
一
九
九
〇
年
の
論
文
（
地
震
研
究
所
彙
報
、
六
五
巻
）
で
は
六
甲
断
層
帯
と
し
て
マ
グ
ニ
チ

ュ

ー

ド 

七
・
六
の
地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
震
の
神
戸
大
学
の
評
価
地
点
か
ら
の
震
央
距
離
は
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
こ
の
地
震
の
方
が
検
討
会
報
告
書
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
七
五
の
地
震
よ
り
評
価
地
点
に
対
す
る
影
響
は
大
き 

い
。
検
討
会
で
は
松
田
時
彦
氏
に
よ
る
こ
の
想
定
地
震
は
検
討
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
を
考
慮
す
べ
き
地
震
の
一
つ

に
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
、
会
議
録
な
ど
具
体
的
な
資
料
を
用
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


